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第 2 ブロック 第２回 ブロック会 

テーマ ⼰に克て!１〜⼰の改善点を⾒出せ︕〜 
 
 
第 2 ブロック 第２回ブロック会の状況 

 

開催⽇ 
時間 
開催場所 
担当者① 
 
担当者② 

2022 年 5 ⽉ 18 ⽇ 
19:30〜21:40 
商⼯会館 
丹⽻ブロック⻑（株式会社勇⼯業） 
https://www.isamu-kougyo.com/ 

志村 亜希⼦（キャリアナウ） 
https://career-now55.com/ 

 
本ブロック会は、相⼿に理解してもらう伝え⽅の向上

を⽬的に⾏いました。 
今回のブロック会のポイントとして、志村が⾃⾝の今ま

での⼈⽣をブロック員に理解してもらえるように伝えられる
かと、丹⽻ブロック⻑が志村の今までの⼈⽣を深堀し、ブ
ロック員に分かり易く伝える事が重要点でした。 

 
 

⼈⽣の棚卸 
 
担当者志村よりブロック員に対して⾃分⾃⾝の⼈⽣

の棚卸のプレゼンが⾏われました。⽣い⽴ちから起業する
までの流れを 4 つのポイントに区切り説明を⾏いました。 
 

 
 

丹⽻ブロック⻑からのプレゼン 
 

写真等のビジュアルを使い、志村の好きな事や内⾯の
部分などを説明しました。 

その後、各ブロック員と今回のプレゼンテーションに対す
る討議が⾏われました。ブロック員からは何処をポイントに
⾒れば良かったのか、事前の準備が⾜りていない部分の
指摘や、慣れないプレゼンテーションに対して取り組んだ
事へのチャレンジが良かった等、様々な意⾒が出ました。 
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担当者（企画者）から ブロック会を終えて 
 
担当者（企画者）① 丹⽻ブロック⻑ 

今回のブロック会では⾃⾝が何を伝えたいのか、⾃分
の課題は何であったのかがぼやけてしまい、活発な意⾒
などが出ない状況を作り出してしまいました。しかし、今の
⾃分を知る上で良い経験となりました。 

今後は今回のブロック会を糧にブロック⻑として、ブロッ
ク員に伝える事柄や課題は何であったのかをしっかりと⾒
極め、明確にして伝えていこうと思います。 
 
担当者（企画者）② 志村 

計画から当⽇までの流れを知る事が出来、また、私
⾃⾝のブロック員に対する壁が低くなりました。 

ブロック員からの問い「過去の経験を今に置き換えるな
ら?」「働かなくてもいいの?」「経営者の未来像が⾒えな
い」は、私の⾏動変化に繋がりました。 

事前打ち合わせでは「アンケートを取る」等アイデア交
換しましたが、⾏動せずに当⽇を迎えました。アイデアを
1 つでも取り組めば、もっとブロック員と活発な意⾒交換
を⾏う事が出来、⽬的が明確になり、課題に合ったより
深い質問を頂けたと思うので、次回に活かします。 
 
 

記者としての感想 
記者︓野⽥剛弘 

 
ブロック会が始まる前からどのような討議がなされるのか、

ポイントに対してどのような準備をしてきたのか、気になり
ましたが、準備してきた⼆⼈とブロック員との間には、熱量
の差があり、ブロック員を巻き込む難しさを感じました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


